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特別講演
時平成5年6月21日（月）
　　午後4：00～
場東京医科大学病院
　　本館6階　第一会議室
　　臨床病理学教室
　　血友病の遺伝相談と出生前診断
　　奈良県立医科大学　小児科
　　　　　　　　　　　吉岡　章教授
　　2．　サイクロスポリンAが有効であった難治性
ITPの一例
（内科学第三）山本浩文、野村信宏、近藤美知、内田博之、
代田常道、酒井信彦、伊藤久雄
今回、我々は、難治性ITPの一例にサイクロスポリンA
　（CYA）を投与し、その有効性を認めた症例を経験した
ので報告した。
症例は、21歳女性、昭和62年皮下出血斑で発症、ITPの
診断にて、以後PSL、AZT、免疫グロブリン大量療法、
摘脾術、ダナゾール、メチルプレドニゾロン・パルス療法、
INF、　VCR緩速静注療法、コルヒチン、MTX、　CP
A、ミゾリビン、VDSの各種治療に抵抗を示し、難治性
となり、CYAを開始した所、変動は認められるものの、
血小板数の増加を認め、CYAの有効性を認めた。今後は、
CYA単独、若しくは、　PSL少量＋CYAの有効性を検
討しっっ、この症例の血小板数の周期性を追跡して行く予
定である。
1．　ASLO著明高値を示したIgM型骨髄腫
（内科学第一）稲富由香、後藤明彦、林洗洋、栗山謙、桑原
三郎、中野優、外山圭助
症例は56歳男性。高蛋白血症精査目的にて、1991年ll月［コ
［当院入院。連鎖球菌によると思われる重症感染症の既往
はない。入院時検査所見では軽度貧血を認め、TP　12g／dl
　（γ一glb　5．4g／d1）でlgMが9270mg／dlと著増し、免疫電
気泳動ではlgMκ型のM－bowを認め、血清粘度6．9と高値、
ASLO　68901U／mlと著増、尿中Bence－Jones蛋白陽性で、骨
髄では異型性のある形質細胞を43％認め、頭蓋骨X－Pで
punched－out像を認めた。以上よりIgM型骨髄腫（MM）と
診断し、血漿交換療法の後にVCAP療法を施行したが無効の
ため、CHOP療法を計3回行なったところ、　IgMは6450mg／dl
に、またASLOもそれに伴い27501U／m1まで低下した。従来
ASLO活性を有するIgG型MMの報告は散見されるが、本症
例のようにlgM型M蛋白が同活性を示したとする報告は見
当たらず、極めて貴重な症例と考えられた。
　　3．　形態からみた腹部大動脈瘤における凝固線溶系
の検討
（外科学第二）川口聡、首藤裕、矢尾善英、石丸新、古川
欽一
　【目的】腹部大動脈瘤に合併する消費性凝固障害について、
大きさ、形態、血液乱流が凝固線溶系に及ぼす影響につい
て検討した。
【方法】非破裂性腹部大動脈瘤63例に対し、瘤体積、粥腫
や血栓よりなる瘤壁厚部体積、血流部体積をそれぞれCT
より求め 血管造影から、形態をびまん型、嚢状型、紡七
型に、その血流角度により強度、軽度屈曲型、直線型に分
類し、凝固、線溶因子を測定し、比較、検討した。
【成績】大きさは、血流部体積のみがFDP－Eとの間に
正の相関（r＝0．14）を示した。形態では、嚢状型がFD
P－E高値であった。角度は、強度屈曲型が、FDP－E
高値であった。
　【結論】腹部大動脈瘤に合併する消費性凝固障害は、血流
部体積が大きく、形態が嚢状型で、角度が強度屈曲型のも
のでより大きいと考えられ、画像診断からも、消費性凝固
障害の危険性が、予測しえると考えられた。
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